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2016年10月7日
株式会社モビリティランド

ツインリンクもてぎ

森の中のモビリティテーマパーク ツインリンクもてぎ（栃木県茂木町）の「ホンダコレクションホール」では、
1998年のオープン以来、Hondaの「技術の歴史」と「ものづくりへの情熱」、「チャレンジングスピリット」を感じて
いただける2輪、4輪、汎用製品、レーシングマシン、国内外のよきライバル車など様々な車両をご覧いただい
てきました。
今回の特別展示では、 “モーターサイクル”を生み出した国として知られるドイツから誕生したオートバイを
ご紹介いたします。

1885年にダイムラー社が世界最初のオートバイ「ライトラート」を創り上げてから、ドイツにはさまざまなメー
カーが生まれ、数多くのオートバイを世に送り出してきました。今回の企画展ではモペッドから大排気量車、そ
してレーサーに至るまでバラエティに富んだ希少なドイツ車17台をご覧いただけます。

ホンダコレクションホール
世界のオートバイ展 ～モーターサイクルの誕生とその歩み：ドイツ編～

開催のご案内

【展示期間】2016年12月15日（木）～2017年3月15日（水）
【展示場所】 Honda Collection Hall 2、3階中央エリア
【料金】 無料 （別途入場料金・駐車料金が必要です）

ホンダコレクションホール初となるドイツ車限定のオートバイ特集

◆ 『世界のオートバイ展』 開催期間中の入場駐車料金◆

※大人の方には入場ゲートにて、場内でご利用いただける「500円ご利用券」を進呈いたします。
（特別レース・イベント日は除く）

【特別レース・イベントのご案内】
・2017年1月2日（月・振休）開催「花火の祭典“冬” 」のご入場には、別途観覧券が必要です。

大人
（高校生以上）

子ども
（中学生以下）

4輪 2輪

1,000円※１ 無料 1,000円 500円

のりもの乗り放題　パスポート料金※２

小学生以上
幼児

（3歳以上～未就学児）

2,800円 1,500円

入場料金 駐車料金

アドラー MB250（1954年）

NSU フォックス（1950年）

ドイツの技術の粋を集め、世界初のプレス・バックボーン（応力外皮構造）
フレームと高性能OHVシングルエンジンを搭載。

HondaベンリイJ型の参考モデルとなった。

ヤマハ、スズキ、ポインター等のエンジンに影響を与えた1950年代を代表
する250ｃｃのエンジンを搭載。HondaもドリームMEやベンリイJCのフロント
フォークの参考とした。
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・展示期間、展示車両は予告なく変更になる場合がございます。

ツンダップ K-500（1935年）

ワンダラー（1923年） BMW R47（1927年）

BMW R51（1938年） モペッド ローマン 18cc（1950年）

ビクトリア バーグマイスター
（1951年）

ツンダップ KS601（1951年）

ダイムラー ライトラート（1885年）
※ダイムラーベンツ社製レプリカ

DKW 350 3気筒（1954年）

NSU スポーツマックス（1955年） NSU スーパーマックス（1956年）

NSU クイックリー50（1958年） ツンダップ KS50 スーパー
（1964年）

BMW R50/5（1969年）

BMW R25/3（1955年）

「世界のオートバイ展」展示車両


